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男
性
片
働
き
型
社
会
の
終
焉

　

2
0
1
0
年
12
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
第

３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
は
、
か
ね

て
か
ら
の
政
府
公
約
で
あ
る
「
2
0
2
0
年

に
指
導
的
地
位
に
女
性
が
占
め
る
割
合
を

30
％
程
度
と
す
る
」
こ
と
を
実
効
性
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

（
積
極
的
改
善
措
置
）を
強
調
す
る
な
ど
の
特

色
が
あ
り
ま
す
。
同
計
画
は
行
政
の
ア
ク
シ

ョ
ン
・
プ
ラ
ン
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
日
本

の
男
女
共
同
参
画
の
現
状
は
、
政
府
目
標
か

ら
は
ほ
ど
遠
く
、
実
現
に
は
か
な
り
の
困
難

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、

そ
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
の
難
し
い
課
題
を

克
服
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
配
偶
者
控

除
の
廃
止
も
そ
の
一
つ
で
す
。
第
３
次
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
、「
配
偶
者
控
除

の
縮
小
・
廃
止
を
含
め
た
税
制
の
見
直
し
を

行
う
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
結
局
、
民
主

党
は
党
内
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
既
得
権
者
が
い
る
中
で
は
、
正

論
で
あ
っ
て
も
実
行
は
困
難
な
の
で
し
ょ
う
。

年
金
制
度
に
お
け
る
第
３
号
被
保
険
者
問
題

も
同
様
で
あ
り
、
１
千
万
人
を
超
す
既
得
権

者
に
、
人
気
商
売
で
も
あ
る
政
治
家
は
ノ
ー

と
言
う
こ
と
は
難
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
男
性
片
働
き
型
の
社
会
は
既
に

終
焉
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
1
年
は
、
男
性

就
業
者
と
無
業
の
妻
の
世
帯
が
7
7
3
万
世

帯
に
対
し
て
、
共
働
き
世
帯
は
9
8
7
万
世

帯
と
な
っ
て
お
り
、2
0
0
万
世
帯
以
上
上

回
っ
て
い
ま
す
。

根
強
い
専
業
主
婦
志
向

　

一
方
で
、
内
閣
府
の
男
女
共
同
参
画
社
会

に
関
す
る
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、「
夫
は
外

で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
か
」

と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
2
0
1
2
年
度
の

調
査
で
は
、
賛
成
の
割
合
が
51
・
6
％
と
な

っ
て
お
り
、
2
0
0
9
年
の
調
査
と
比
較
す

る
と
10
・
3
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
男
女
別
で
は
、
女
性
は
48
・
4
％
、
男
性

は
55
・
2
％
が
賛
成
し
、
女
性
を
年
代
別
に

見
る
と
、
若
年
層
ほ
ど
賛
成
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の
専
業
主
婦
志
向
が

強
ま
っ
て
い
る
背
景
の
一
つ
に
は
、
雇
用
不
安

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
勢
い
、
経
済
力

の
あ
る
男
性
と
の
結
婚
を
希
望
す
る
女
性
が

増
加
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
そ

う
し
た
男
性
は
競
争
率
が
高
く
、
就
活
よ
り

も
婚
活
の
方
が
大
変
、
と
も
言
え
ま
す
。

固
定
的
性
別
役
割
分
担
の
打
破
が

ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
解
消
の
カ
ギ

　

日
本
で
専
業
主
婦
志
向
が
根
強
い
背
景
の

一
つ
と
し
て
、
高
度
経
済
成
長
期
に
、
家
計

の
主
た
る
担
い
手
は
夫
で
あ
り
女
性
は
パ
ー

ト
で
補
完
的
に
働
く
も
の
と
さ
れ
、
配
偶
者

控
除
や
第
３
号
被
保
険
者
制
度
な
ど
の
男
性

片
働
き
へ
の
誘
導
政
策
が
と
ら
れ
た
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
女
は
家
庭
」
を
促

進
し
、
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
た
政
策
を
と

っ
て
き
た
こ
と
が
、
女
性
を
家
事
・
育
児
の

負
担
を
負
っ
た
二
流
の
労
働
者
と
位
置
づ
け
、

男
女
間
の
賃
金
格
差
を
温
存
さ
せ
て
き
ま
し

た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
根
底
に
流

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」

TOPICS 4

第
２
回
女
性
参
画
合
同
研
修
会
講
演
要
旨実

践
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
教
授　

鹿
島 

敬
氏

金
属
労
協
は
、
2
0
1
3
年
１
月
21
日
に
、
実
践
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
教
授
の
鹿
嶋
敬
氏
を
講
師
に
招
き
、

金
属
労
協
の
三
役
・
常
任
幹
事
・
女
性
連
絡
会
議
委
員
の
出
席
の
下
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
２
回
女
性
参
画
合
同
研
修
会
を
開
催
し
た
。
本
稿
で
は
講
演
内
容
を
紹
介
す
る
。
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れ
る
の
は
、
社
会
的
・
文
化
的
に
形
成
さ
れ

た
性
別
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
に
敏
感
な
視
点
を

持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
最
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
は
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
う
「
固
定
的
性
別
役
割
分
担
」
の
否
定

で
す
。
第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
や

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
憲
章
・
行
動

指
針
に
お
い
て
も
、
男
性
が
家
庭
・
地
域
に

積
極
的
に
か
か
わ
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、

そ
の
狙
い
は
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と

い
う
「
伝
統
的
役
割
」
の
打
破
に
あ
り
ま
す
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
に
よ
る

経
済
の
再
生

　

新
し
い
う
ね
り
と
し
て
、
人
種
、
国
籍
、

宗
教
、
性
別
、
障
が
い
者
、
年
齢
な
ど
、
多
様

な
属
性
を
尊
重
す
る
と
い
う
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
」
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

が
発
祥
で
す
が
、
日
本
で
も
脚
光
を
浴
び
て

い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
へ
の
対
応
や
、

女
性
の
潜
在
市
場
の
掘
り
起
こ
し
、
多
様
な

価
値
観
・
能
力
を
持
つ
人
材
に
よ
る
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
期
待
な
ど
、
経
営
戦
略
と
し

て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、「
女
性
の
活
躍
促
進
に
よ
る
経
済

活
性
化
行
動
計
画
」（
通
称
：
働
く
『
な
で
し

こ
』
大
作
戦
」）
を
2
0
1
2
年
６
月
閣
議
決

定
し
ま
し
た
。
男
性
の
意
識
改
革
を
強
力
に

推
進
し
、
意
思
決
定
の
場
に
お
け
る
女
性
の

参
画
拡
大
に
向
け
て
思
い
切
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
導
入
・
推
進
す
る
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
特
徴
は
、「
経
済
再
生
論
」
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
す
が
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
推
進
に
は
「
男
女
平
等
」
の
視
点

も
必
要
で
す
。
勝
ち
組
大
作
戦
に
終
わ
る
こ

と
な
く
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
も

含
め
て
、
女
性
の
労
働
の
質
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

女
性
に
と
っ
て
も
男
性
に
と
っ
て
も

生
き
や
す
い
社
会

　

政
府
の
「
第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
」
が
目
指
す
社
会
は
、
①
固
定
的
性
別
役

割
分
担
意
識
の
な
い
男
女
平
等
社
会
、
②
男

女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
尊
厳
を
持
っ
て
個

人
が
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
、
③
男
女

が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
る
多

様
性
に
富
ん
だ
活
力
あ
る
社
会
、
④
男
女
共

同
参
画
に
関
し
て
国
際
的
な
評
価
を
得
ら
れ

る
社
会
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
女
性
に
と
っ

て
も
男
性
に
と
っ
て
も
生
き
や
す
い
社
会
に

な
り
、
経
済
の
活
性
化
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

男
性
片
働
き
が
終
焉
し
、
労
働
力
人
口
が

大
幅
に
減
少
す
る
な
か
で
、
女
性
労
働
力
の

質
的
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

固
定
的
性
別
役
割
分
担
は
高
度
経
済
成
長
期

な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
現
代
に
あ
っ
て
は
合
理

性
を
失
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
支
持
率
が
４
割
、

５
割
と
高
い
の
は
西
欧
先
進
国
で
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
労
働
組
合
に
関
し
て
言
え
ば
、

組
合
幹
部
を
含
め
た
男
性
の
意
識
改
革
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
勝
ち
組
だ
け
に
偏
ら
な

い
女
性
の
活
躍
推
進
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

求
め
ら
れ
る

ク
オ
ー
タ
制
の
導
入

　

雇
用
分
野
で
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

に
よ
っ
て
、
雇
用
の
各
ス
テ
ー
ジ
で
の
機
会

均
等
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
機
会
の
均
等
だ
け
で
本
当
に
公
正
で
あ

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。
社
会
構
造
的
な

差
別
が
存
在
し
、
根
強
い
固
定
的
性
別
役
割

分
業
意
識
な
ど
社
会
状
況
に
格
差
が
あ
れ
ば
、

制
度
が
性
に
中
立
的
で
機
会
の
平
等
が
確
保

さ
れ
て
も
、
形
式
的
平
等
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
日
本
で
と
ら
れ
て
い
る
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
ゴ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
タ

イ
ム
テ
ー
ブ
ル
方
式
（
目
標
と
期
間
設
定
）

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、「
2
0
2
0
年
ま
で
に

30
％
」
の
実
現
に
ほ
ど
遠
い
現
実
を
み
れ
ば
、

そ
の
限
界
は
明
ら
か
で
す
。
そ
れ
で
は
、
雇

用
分
野
へ
の
ク
オ
ー
タ
制
（
割
当
制
）
導
入

は
可
能
で
し
ょ
う
か
。
厳
格
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
す
れ
ば
逆
差
別
論
争
が

拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
、

多
様
な
人
々
が
社
会
に
係
わ
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
も
事
実
で
す
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
す
で

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
フ
ラ
ン

ス
、ス
ペ
イ
ン
、イ
タ
リ
ア
、ベ
ル
ギ
ー
等
で
も
、

役
員
ク
オ
ー
タ
制
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

結
果
の
平
等
は
本
当
に
逆
差
別
な
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
ら
も
含
め
、
ク
オ
ー
タ
制
の

導
入
を
検
討
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
思

い
ま
す
。（
文
責
・
編
集
＝
金
属
労
協
）
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